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2 Up-3 染料の生物分解性(第2報)

東京家政大家政　片山倫子　○伊東実名子　大森美都子

環　　境

　目的　前報1)で.KW-1株を微生物源とし.21種類の染料について各々の染料を唯一の炭

素源とする寒天培地からその生物分解性を検討したところ、直接染料5種と反応染料1種に

変脱色が見られた．本報では､これら5種の直接染料に着目し　KW-1株を用いて液体培地に

よる生分解実験をおこない、生分解過程の追跡方法を検討した．

　方法　染料としては、前報中の㈱日本化薬製の5種のうちC.I. Direct Orange 39, C.I.

Direct Red 2, C.I. Direct Violet 48， C.I. Direct Blue 106.及びC.I. Direct Blue

86をそのまま用いた．培地としては、合成洗剤の生分解度試験法JIS K 3363の基礎培養基

を用いた．培養方法は、500iiilの振微培養フラスコに培地200iiilを入れ.3{}℃:にて恒温振後

培養をおこなった．生物分解性の追跡方法としては、培地の吸収スペクトル変化、HPLC,

及びこの三次元クロマトグラフィーによる分析、TOC,及び原子吸光分析により､培地申に

添加した染料の変動を追跡した．

　結果　λnsK.の吸光度による残存率では.Blue 86は､2日目に培養開始時の25iliまで減少

し、Blue 106は、５日目で残存率が33%となった．また.Blue 106について、検出波長259niii

及び581niDでHPLCにより分析したところ、培養開始時のサンプルに見｀られたR.T. 9.47min.

のピークが、30日間の振撒培養後には消失していた．これらをさらに３次元クロマトグラ

フィーにより分析すると．培養開始時と培養後の培養液中の組成の変動をより詳細.に検討

できることがわかった.

　1)片山倫子､岡本昌子､細田昌子東京家政大学研究紀要32,(2),83～88 (1992)

2Jp-4 陰イオン界面活性剤の計測に関する基礎的検討
　日本女大人間生活学研究科　○野村陽子

　日本女大家政　大野静枝
目的：合成洗剤は、衣生活のなかで必要不可欠な物質である。しかし、環境汚染の

危険が強く指摘されてお;り、これの主成分である界面活性剤をより正確、迅速、簡

便に検出測定する必要がある。また家政学的見地からその結果を衣生活に還元して

いく必要がある考えられる。そこで新たな界面活性剤計測方法として生物工学的手

法を適用することを試みた。本研究では、まず洗剤用界面活性剤として最も汎用さ

れているLASを計測する微生物センサーを開発するごとを目的とし、今回はその基

礎的検討を行なった。

方法：活性汚泥から、0.01%LAS、0.10%酵母エキスのみ含む制限培地中で生育する
菌株を単離、馴化した。本菌株のLAS分解活性を調べるためにLAS濃度をメチレン

ブルー吸光度法を用いてSDS換算で求めた。またバイオセンサーを構築することを

考慮し固定化菌体と酸素電極を用いたシステムの検討を行なった。

結果：菌体をアルギン酸カルシウムゲルに固定化しLASの分解活性を調べたところ

固定化菌体6.7gを用いた場合に濃度減少速度はSDS 學算で0. Olg/1･ hr. であった･

これよりこの菌体はループ状リアクターに適用可能であると考えられた。次に、ル

ープ状リアクター通過前後の溶存酸素量の変化を測定したところ明らかな電流値の

減少がみられ本微生物センサーを用いての陰イオン界面活性剤が計測できる可能性

が示された。更にヽ菌体を電子顕微鏡(SEM)観察したところ￥tn程度の短悍菌であ

ることがわかった。

　　本研究を行なうに際しご指導ご助言賜りました日本女子大理学部蟻川芳子教授

　東京大学先端科学技術研究センター軽部征夫教授に深く感謝申し上げます。
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